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それぞれ、Intraclass Correlation Coefficient＝0.865、0.725であった。CAT-STSのTotal scor
eと立位回転動作の所要時間、歩数はr＝-0.495~-0.754 であり、有意な相関関係を示した。
また、CAT-STSのTotal scoreとMI、FAC、歩行速度はr＝0.261~0.820であり、一部の項目を
除いて、有意な相関関係を示した。 
 最終的に抽出されたCAT-STSの7項目は高齢者やパーキンソン病患者の動作の特徴を反
映しており、脳卒中患者に限らず、様々な対象者に応用していくことが可能と考えられる。
検者内信頼性は「進行方向」と「停止」のみ信頼性が低かった。「進行方向」の信頼性が
低かったことについて、立位回転動作能力の高い対象者は、身体重心の移動範囲が小さく、
判断が難しい対象者が含まれていたことが影響したと考えられる。また、「停止」につい
て、動画での評価では停止時の小さな動きを判断することが難しいことが要因として考え
られる。一方で、検者間信頼性は多くの項目で信頼性が低かった。先行研究でも視覚的な
動作分析の検者間信頼性は低いと報告されており、対象者ごとの主観的な評価が各項目の
信頼性の低さに影響していると考えられる。しかし、CAT-STSのTotal scoreの検者内およ
び検者間信頼性は優れており、十分な信頼性を有すると考えられる。構成概念妥当性につ
いて、CAT-STSのTotal scoreと立位回転動作のパフォーマンス、MI、FAC、歩行速度は有
意な相関関係が認められたことから、CAT-STSは十分な妥当性を有すると考えられる。 
 CAT-STSは信頼性、妥当性を有することが確認された。CAT－STSは短時間で簡便に実
施可能であり、臨床場面で立位回転動作の動作戦略の評価に有用であると考えられる。 
 
